














少の相違あ bと離も、 其大要 l工略ほ一致せ b0 日〈古昔此地に、
ヨロポック JVと云ふ嬢小なる人種あれ竪穴 R住せるを以て叉トイ
チセ？ JJ/ と稽すO 其他トシチシカ毛イ等教種の蒋あ~ 0 其性敏捷
tとして、 アイヌと交易せしが、常に身櫨そ見するととを嫌へ b（稀
に裸瞳在 hしと忌ム者あ 9）。或る時、 アイヌが暴力を以て、コロ
ポyク JVの一女子を捕へ、家 ft'1入れ見 Liこ、其口の周閣と手とに
入墨あ b。是よ hョロポタクノV は、他に行主て復党其蹴跡を知らすQ





の口呼 i二L りますれば、日本内地から、北海道 i二移った時 i二人か棲んて居
7：、彼等 l:tアイ E 『コ内地人と遼ひ竪穴らこしらへて、践の菜採ゐ屋根とし
[Trans. Sap. Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1907.] 
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て居 T：」と。此箆事訣れり、予の調査に£れ l工、アイヌ中に（＇ t、彼等か日本内
地から、北海道 l二移 ηしとの口碑ら惇ふるもの極めて稼 lこして、殆んどな























の人民と、本島アイヌ左目、杢くの同種とは思 β れす正解解 L、一
方には叉コロポヅグ JVと、北方のエスキモー止の聞に．親者なる関
孫あるとと疑なしと潟せ bo 而して博士1立大串の講演に．種今の
著述代、慮 φの演説 t乙之を際へたれは、其請の珍奇なると、 μ 博士
KδNO: ANTI KOROPOKGURU THEORY. 4s;. 
の人類皐専門の名望とによれ忽ち人の注意を惹主、一般に流布






せ bG 然れとも此等反割減の諸氏 i志、坪井博士の如〈、人類皐上
女子位置を占めおるを以℃、比較的其設を虞むるの便宜を有せず、実
問に坪井博士は、其養成せる所の人々と共に、自設を流布し、結










めた bO 是れ濁 b予のみにあらず、北海道代在 bて、人類皐tこ志
せる諸氏の多〈は、予と同ーの径路を取 hτ、非コロポヅグ JV論者
と~ bしな b。蓋し賓地調査の結呆は、 アイヌか竪穴に住し、土
器石器を製造使用したる乙と、漸究明白とな b、復た奇怪在る俸
設を容るるの能地な Sを以τな b0 
新＜ e)如〈研究したる予輩の非コロポヲグ JV設は、何故か一種
の人類皐者の嫌忌する所とな bしものの加し明治三十二年札幌


















湖の諸彦 lζ、仰かん左欲する所以在 h0 
旦つ夫れ議論は、始絡同し考案によれ同し事を操返すを蟻
ふ。 近年ヨ官 -,t・')Iク JV説＝謝＝非ヨロポヅグ JV設を硯るに、 耳新しき
材料甚た乏しきか矯め、聞〈人をし τ倦厭せしむる傾あれ之か
震めに研究上ー頓挫を来たせる戚な 5にあらす。而して一方には





理由主 b0 u従 て予11成るへし先輩ゃ諸氏か既に述へられたる所を、
． 









北海道の諸地方 L リ出る土器石器の中 i二i工、内地の物手逗って極て
新し《見ゆるか宥りますし、宮部金吾氏 l二従へは、彼地の貝塚かち、菱の賞
。、蟹の爪杯の Il1：ことがあります、叉竪穴 It埋り易いものである l二、兎 i二
角し形の在して居るものの多い等の事貸l二ιれ I＇！＇是等の遺跡 It、何れも
甚 t：古いものと思 1れまぜん。
尋て坪井博士は、 コロポヲグ JVは本州よ b九州にも、住居せる
ものとまし．其最．も繁昌したる時代は、凡そ三千年以前なるへし
と云以、其遺跡、遺物か本州のものよ L 北海道のものの方新らし














後章石器に就 3τ 諭する所によ h明了本 bニ而して畑草の始め τ
日本 It入 bたるは、天文以後の事 lとして、其稜漸次諸方 tr贋まれ





















上り可申と容候得共、大分の荒磯 l二て舟 l二て l:tより申事中骨難吋候故、十
町詳 f中より各泳号上り申侯得 l'f、人家も見え不 JI!、山深〈相見え侯故、如何
可仕と存居候庭、七尺詐¢者一人妻り、何と『2ちん申侯得共、一極通し不 ip
侯故、此方 I. Y）助〈れ候擦にと相草草候得とも、是も通し不申候 1：付、手私合
ぜ躍豊島致し侯得 l:t、彼者も手私合ぜ誼か致し侯て、忍共手島引、山の奥へ蓮
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署警り申侯口十四五町静参ゆ候得 if'、穴か堀 ￥｝、上高テホの皮などにて、かとひ申
候家段々御座候．何れも盤五六墨も重量可申恒 i二相見え申候o内 L り右の族





















島アヌイ住居し、他にコ官ポyクノV の如 3奇怪なる人種を見 j b 亘。







甘口 ,ie,,)J iレ！主、・4 瓦北方 l二行与ましれが、叉南 i二戻りまして、それから
fnJ B註へいっ？：か、わからねのぐあります、疑問／:t1.思潮 l二随って、ア可申 γ ア
諸島 l工いつれか、叉様太の方へいっ 7こかと、云ふことぐわるのです。
ヨロボ；，ク JVが、－JI北方に行き又南 tこ良 bしと i土、如何なる
論接あ bて、断定せられたるか、南に戻 hしとは何慮の遺ま τ戻
bしか、予輩は北海道に在 bて、 アイヌの口碑を聞 5、叉遺物遺
跡等を見たるも、事も斯〈の如 S事賓を認めす。殊に媛小人か組
末在る小舟にで、話か沖の黒潮 ~τ、東出 L、遠 3 アリクジャシ諸






云よ義なれは、 ヨタ Y Iま即も穴ある所？として、後に轄して、穴設




の下に住する穴居人と解し、三三三か即ちチ目ロポyグ JV'J: 9 k設か
れた白 o 此等語皐上。解種は正確な bや否 d子、今宵ほ断言し難し
と雄も、亦以てき曇考に供すへきものな ！， 0 
本島ア -i~·はチャシを使用せり
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主主主に閲しては、殆んと語る所在し唯僅民主主主の名と其舘跡た
るとた如 bしに止ま bしものの如しQ 想ムに博士か数十日問、巡
行せられたる北海道の道路の附近には、数多のチャミ／あ bしも、恐









bと云ひ、或はヨロポック JVの遣 bたるものな bと云 μ、一定せす
と臨も、研究の結果は、 アイヌの使用したるものたる之と甚だ明




設に注意すへ.~ I主チャジと竪穴と l工、共 iζ アイヌの使用したる
ものな bと雄も、其使用の年代に、少し〈一致せさる貼ある乙と是
在 hO 即ち或るチャジは竪穴 ξ同時に使用せられたるも、或る主主と
























ゐる火入の他に伐、工ムヱの器物中石の物 1 ござりまぜんO 〔中略〉。毒か作




経歴地方何れのアイヌ i二尋ねましても、我骨の先祖 1、石ぐ作 7こ鉄伊斧込




器を製造せすと設かれた bO 今博士の皐げまる石具 lとして、主壬三
の使用したる乙と明白なるも．のを云へは、第一は前民謡へたる石
姻管にして、アイヌは之をジュマキセ JVと云へ b。安政五年（西暦 1858
年〉松浦？？四郎氏の、東蝦夷日誌に日〈、
KoNO: ANTI KOROPOKGURU THEORY. p 
V カ事 4 少アト〈十勝圃十勝 j時左岸〕人家四軒、上陸してしばし過ぎ慶
曽野 iこ隊、必慮 l二営午年 7し十九歳 lこ威しシュヅコパ婆左去ふものあるか故、
ilfj びいろい l, 自主事·.~関しか、文化度範の話d等かもして、別に鶴ぞ、岩煙管（o/主





石煙管、 是 It今にても山中にて it用ゆ口北限実（樺太〕の東岸．にては拐
女共惣て之や用 ＇9>o
是 lζ 由 b℃之を観れは、石畑管 Ii、安政年間迄は、間々本島

















せられた bO 然れとも、主主三か石器土器を使用せ bとの口碑か．
金〈なかむしと露骨言すFるは軽卒な bo 松浦氏の十勝目誌に日し
5:4 戸tl'!l宇一非ヨロポyグル論
リ 7 y ライ〈十勝｝I：左岸〉其上に穴居跡三十鈴めり、土人｛t小人の跡と
云へり、是小人ならず古人の穴居かなすこと、此地のみなら～ず内地 l二も所
々 l二て見 7こり。〈中略）o 叉愛 L り曾斧石、土器の訣等出るよし、金吾 It歪て
稀なりとo l言俸 l二位昔餓器の告書き時 It、此地鍋も土 lこて作り用ひ、野楽魚
獣等の肉~切 l二、i応雷斧込用ひ、家財ら作るに l'f 石銭、石撃等の物わり、入と
撃合目H会等する待＼：（、鍵盤確、叉 It石槌等言ふ有り云身。
土人の言 l二我等の法として、何一つ人間地（ジヤモチH り来らざるとて
事 7こらぬこと 1i. ~きなりo まれ山中には態管も木叉岩 i二て作り用ひしか、
遺骨渡近〈予等も住む様 l二な旬、器財も衣服も零修 lこ成て、今 It我等木紛
ら者、主主総の煙舎か持つ擦になれり、依てそれ丈、土人の気カ表へ、カも弱り、
質朴の翁も、失げゆとD いかにもの様 i二おも Itる。
此記事に擦れは、今を距る乙と五十年前に於て、十勝アイヌ
の一部分には、石器土器を使用せ bξ の口碑を存したるものの如














に於℃多く認めたうO 而し℃此事官よ b察すれば、 アイヌは初め
石器土器を使用し、金属器其他便利在る器物を得るに従日、漸次石
器土器を康し、終 lこ全〈石器土器を使用せまるに至 bしものな b0-
























の土鍋あ bと云 {lo」と明記せるに拘 1 らず、坪井博士は、此記事殆
,iど要簡を得ずと云 μ、従℃鳥居龍蔵氏の加さも、疑惑し℃営時
唐太アイヌが製作使用せしゃ、又は車 tこ口碑 lこ蔑 b居 hしや疑は
しと云はれしが、之れ曲解在 b0 J箱館奉行たりし羽衣正養氏の．休


















現時 iこ於げる北千島乙よ三の風俗 1、背日 lこ比すれば大 i二艶化ぜり
と離し彼等の言箆へ、間停への談話↓二 Lれ It、昔時彼等の婦女 i1.口惑と手
と l二入墨おなし、叉一般に榊事 i二柳の耳サ（木幣）や周ひ、地名 l二も買ザ唱 V
2（オネヨタ y 島の古橋〕、エナす守 γ ペぐ幌港島中の地名〉と云ふ所あり、叉
イグパ γュイ（髭箆〉やも用ひ Tこり。是れ本島アイヌか現！こ行ひつつある風習
と同じきものにあらずや。 叉彼等 It昔時鐸の有鎮守裁列する l二、熱湯中





イゲ パ Y・=,f 1J. しと記しれれども、是＇ 1:明氏が現扶も潟しれるもの i二して、
昔時 It 矢段彫刻も~し、イグパジzイも徳用しれ..；なりs
言語及び風俗に於ては、北千島アイヌ！は憶に他のアヌイと同
I王δNO: A::>;TI KOROPOKGURU THEORY. 57 
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図 i二云ふ。北千島 l二1比較的多〈の骨器ありて、精巧 iこ製造しれるも
の少なからず、是れ蓋し同地 1:1寄鯨多告に鴎ろならんD 北海道本島に
It比較的脅器少なしと離も、躍丈島、利尻島や含める北見図の商北部の如




ゐ拾ひ 7こることあり。其後予 It之ル他 i二分奥したるも、ー芭氏 1撃し之











費地調査せお人々は多 ξ :1 l2ポヅ？クル読を否認す
コロポマクノV 設は、今日向ほ世間多数の人に信せられ居ると躍
も、其原因 i主主もに人類阜の大家たる坪井博士か、軽卒 i己主主三
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℃竪穴 lと住し石器土器 Y. 使用したるものと~し、ヨロポック JV の曾
℃住居したる乙とを信せす、所謂小人（コピト〉は古人 1.t:bと言 iまれ













士宮告か製造し、緊穴に住んたと考へる。 今日のア 1 :,c の土俗｛工、一歩も二
歩も進ん 1：ものぐあちうと考へるのてある。
樺太 2'.._i＿！＇＿＿の土器に闘する言停へ I工、北千島 L_iー 竺の土器に付ての
ロ砕と、飽く類似して活ます。 此類似／:t決して偶然のものとは考へられ
ない。殊にご者 /:t、人類墜土より等しきアイヌぐわるo 此黙から考へて
見れ i芝、~It 脅て土器や作って居ったミとか明かぐあるO 今日北海
道本島の工~ l二i工、其口碑がない僅作文化ヨヒ政の賞時 i二、樺太乙土互に
簿へられ、叉今日北千島アイヌ l二億へられてゐるのぐわらう。北海道と












コロボ～ク .JV詑と一致する 1と至 bしならん。
大野氏は北市道西部を巡回せられたるのみにし℃、其日教も
多から寸、 J鳥居氏程には業設を改められ d ！＞ しか、而かも E帝京の
後、費表せられたる所によれは、其竪穴に住し石器土器を使用し
たる人民はLzp.常交通稀在ちしアイ又の異部落の者なるか、金〈ア
イヌとは別種のものなる治汀と疑 iまれた bo 若しアイヌの異部落の
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本島 z:_i_三 lζ 作 h諾の多さととは、坪井博士既 lこ之を知れ b0 
而’して作り話の多きを知 bつつ、其奇怪なるヨロポヅグ JVの話を信
したるは、蓋し各庭のアイヌの語る所、大要一致せるに困 bてき







る所在 LO 是れ和人聞に於ける猿蟹合戦及び桃太郎に関する作 b
話の、高口一律恥庚く世に流布すると均しきものにあらずや。
ヨロボ「γクノν の身障の大.~ 』ζ就℃は、近時普通のアイヌは、唯














メろ小設な I)lξ 題し、援小人種に閲する小説の往々未開人の悶 iこ
62 河野一非コロオCy)J Iレ論
存する例等 ~.： 皐げて論しられたれば、予は姥に重お τ 多言そ費や
すの必要なし、唯手近氏本邦にもォロホ。ヅ苧 JVの外、他に嬢小人簡
に闘する小説ある乙 ξを言以て、参考 lζ供するに止めんC 其第一
は覇。比葉三郎の島巡 blこし τ、同人が小入国民至 hし面白B話な
b 。今日は斯の如雪作 b話を語る人も殆んどな主有撲なるが、三
四十年前迄は随身世間に流布せし小設にし τ、予も幼少の頃は宰
τ小人島在るもののあ bし乙とを信じたる時期あ bた bo 第二は
墓障の蕃人中に存する口碑にして、予は明治三十六年第五回内閤
勘業博覧曾を参観せしに、牽間館内蕃人の寓異器具等を陳列ぞる
部氏、下の如き解説あ bた b0 













ヨロポγクノV 誌は鼠に破壊し了れ b。絡 biこ臨み予は切に坪井
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れとも博士のコロポyクJV読 l土、論擦甚12乏しし殊に近著人類皐
講話中 Iこ載する所の如きは、盆 φ奇怪にして、而かも詳細の説明
君〈、其護者を迷はす Z左盆 φ甚しき・ものあ bo 是れ予か斯事の
~＇こ憂慮する所在 bo予は今博士民望むo博士にして依然コロポ汐
ク JV設を維持せんとならは、之に就喜℃ー屠詳細氏、一層明断に



















如 LO 是れ誠に驚〈ベ〈噴すぺ 5乙とはあらずや。
t6 河野ー非盟国ポタグル給
坪井博士か樺太に於ける遺跡の甚？と古きものに非ると ξを設
かれたるは可在 b。其最も新しき竪穴の如畠 Iま現存せ 0ア4ヌの




を見れ I！＇蓋し其遺物 tとよりて遺跡を冨別せえとする者怠るへ L0 
然れとも土鍋を以てアイヌの使用したるものにあらずとなすは、
博士の調査の浅薄まるに因るものな ho 若し博士 lとして先つ羽木
安塞守の休明党記附録を護みて、「夷人鍋を持た 3るものなしへ
な士を以℃椿へ云今」とあるを見、次民間宮林蔵氏の北蝦夷間設に


























へ 3筈在るに、営時 lと於ける桧前の奮記類！t擦れ l立、 アイヌ語の
地名 ，：.今日と同し〈底冷 iζ 附せられあ bτ、主よ三の分布匡域を
示すのみ在らず・土三三の如 3他人種と相手目つつあ bし事費は、
書も之を接見するとと能はずc 換言すれは、~三の組先か博士
の所謂土三三君 5ものにし τ、別 R.2:..i_竺と相等以たみトシチあ






路 tζ 陥らしむるに足らんo 是れ予か之を獣視するとと能はさる所
以なれ唯本曾々報紙数限あれは姑〈筆を設に摘き、其詳細は更
に本曾月次曾 tこ於τ演ふる所あらえと欲すO
明治四十一年二月 札幌に於て追記すO
dt＼己一
／、心、～’,-
．・
/ 
